
町 田 市 議 会 だ よ り （２）平成１９年（２００７年）１１月３日 No.１６６

　

お
さ
む
ら
敏
明（
自
由
民
主
党
）

　

�　

介
護
施
設
に
お
け
る
介
護

職
等
の
人
材
不
足
に
関
す
る
実
態

調
査
よ
り
。
介
護
職
不
足
は
深
刻

な
状
況
で
あ
る
。
適
切
に
利
用
者

ケ
ア
を
提
供
し
、
か
つ
職
員
の
労

働
環
境
の
確
保
を
求
め
る
。

　

岩
崎
副
市
長　

福
祉
職
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
、
市
内
の
都
立

高
校
の
先
生
と
介
護
施
設
関
係
者
、

福
祉
専
門
学
校
と
の
懇
談
会
を
八

月
に
行
い
、
一
二
月
に
町
田
市
高

齢
者
福
祉
施
設
運
営
協
議
会
と
共

問

催
し
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
福
祉
ｉ
ｎ
町

田
二
〇
〇
七
を
開
催
し
ま
す
。

　

�　

三
塚
交
差
点（
町
田
街
道
）

町
田
駅
方
面
に
左
折
専
用
車
線
を
。

南
橋
周
辺
の
渋
滞
解
消
が
図
れ
る

と
思
う
が
。

　

町
田
副
市
長　

現
在
、
東
京
都

に
お
い
て
左
折
レ
ー
ン
の
設
置
に

向
け
て
、
警
察
を
初
め
と
し
て
関

係
諸
機
関
と
調
整
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
都
の
予
定
で
は
、

こ
の
調
整
が
終
わ
り
次
第
、
工
事

に
着
工
す
る
予
定
で
す
。

問

　

渋
谷
武
己
（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　

�　

下
水
道
整
備
の
進
捗
に
よ

る
今
後
の
境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
の
方
針
を
問
う
。

　

岩
崎
副
市
長　

跡
地
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
は
町
田
市
中
期
経
営

計
画
、
行
政
経
営
改
革
プ
ラ
ン
の

中
で
も
検
討
を
行
い
、
二
〇
一
一

年
度
ま
で
に
方
針
を
決
定
し
た
い
。

　

�　

市
民
が
先
頭
に
立
ち
行
っ

た
「
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
」
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
た
か
。

　

市
長　

単
な
る
資
源
回
収
と
い

問問

う
場
で
は
な
く
、
ご
み
問
題
そ
の

も
の
を
喚
起
す
る
場
で
あ
り
、
多

く
の
意
義
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

�　

市
民
に
不
平
等
な
実
態
の

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
の
見

直
し
に
つ
い
て
問
う
。

　

岩
崎
副
市
長　

二
〇
〇
六
年
度

の
指
定
管
理
者
の
運
営
評
価
に
関

す
る
調
書
を
、
各
所
管
課
に
作
成

さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
ま
と

め
を
行
い
、
課
題
を
明
ら
か
に
し

て
改
善
に
取
り
組
み
た
い
。

問

　

い
わ
せ
和
子（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　

�　

町
田
市
役
所
で
パ
ス
ポ
ー

ト
の
申
請
の
業
務
開
設
を
。

　

岩
崎
副
市
長　

旅
券
法
改
正
に

伴
い
、
都
と
協
議
が
整
え
ば
、
市

で
も
事
務
の
一
部
を
行
う
こ
と
が

可
能
で
す
。
一
方
、
制
約
事
項
も

あ
り
、
さ
ら
に
調
査
研
究
し
た
い
。

　

�　

調
整
池
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
市
の
考
え
方
、
今
後
の
方
針

は
。

　

町
田
副
市
長　

地
元
の
要
望
も

あ
り
、
調
整
池
と
し
て
の
機
能
と

問問

利
用
者
の
安
全
の
確
保
を
第
一
の

主
眼
と
し
て
適
切
に
対
応
し
た
い
。

　

�　

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置

に
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
た
ち

を
対
象
に
補
助
金
を
。

　

健
康
福
祉
部
長　

現
行
で
は
六

五
歳
以
上
の
独
居
、
あ
る
い
は
高

齢
者
の
み
の
世
帯
で
通
報
や
避
難

が
困
難
な
方
、
障
害
者
手
帳
を
所

持
し
、
火
災
発
生
の
感
知
、
避
難

が
困
難
な
障
が
い
者
が
対
象
で
、

原
則
一
割
の
自
己
負
担
で
給
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問

境

川

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー

の

今

後

は

町

田

市

役

所

で

パ

ス

ポ

ー

ト

申

請

を

　

吉
村
こ
ず
え（
民
主
党
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ

り
同
居
家
族
の
解
釈
が
違
い
、
生

活
援
助
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

プ
ラ
ン
に
差
が
出
て
く
る
。
こ
の

不
公
平
を
改
善
す
べ
き
。

　

保
健
介
護
推
進
担
当
部
長　

介

護
保
険
法
施
行
規
則
な
ど
に
よ
り

考
え
方
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

に
基
づ
き
判
断
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
今
後
も
考
え
方
や
具
体

的
な
事
例
に
つ
い
て
、
事
業
者
等

へ
よ
り
一
層
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

問

　

�　

認
知
症
の
理
解
を
深
め
、

本
人
と
家
族
を
地
域
で
支
え
る
た

め
に
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
一
〇

〇
万
人
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
市
と
し

て
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
。

　

保
健
介
護
推
進
担
当
部
長　

認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
一
〇
〇
万
人
キ

ャ
ラ
バ
ン
の
運
動
を
進
め
る
べ
く
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

開
始
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
も
認

知
症
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
通
し
て
啓
発
活
動
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

問

　

熊
沢
あ
や
り
（
自
由
民
主
党
）

　

�　

東
京
都
や
相
模
原
市
や
近

隣
市
で
は
電
子
申
告
を
始
め
た
が

町
田
は
ど
う
す
る
つ
も
り
か
。

　

税
務
部
長　

電
子
申
告
は
利
用

者
に
も
市
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

い
と
見
込
ま
れ
る
の
で
種
々
の
動

向
、
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
積
極

的
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

�　

町
田
駅
前
の
ま
ち
づ
く
り

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

市
長　

先
日
発
足
し
た
地
域
活

問問

性
化
懇
談
会
の
中
で
Ｊ
Ｒ
町
田
駅

側
の
街
区
に
つ
い
て
少
し
で
も
方

向
付
け
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

�　

災
害
時
の
情
報
伝
達
は
防

災
無
線
を
使
っ
て
い
る
が
、
防
音

工
事
も
進
み
、
ま
た
大
雨
時
な
ど

聞
こ
え
づ
ら
い
場
合
が
あ
る
。
今

後
ど
う
し
て
い
く
つ
も
り
か
。

　

総
務
部
長　

防
災
行
政
無
線
が

聞
こ
え
に
く
い
実
態
に
対
し
て
は

同
報
無
線
受
信
機
能
つ
き
ラ
ジ
オ

や
メ
ー
ル
配
信
等
を
検
討
中
で
す
。

問

　

山
下
哲
也
（
公
明
党
）

　

�　

本
庁
や
各
担
当
部
局
へ
の

提
出
書
類
を
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
た
め
に
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で

の
受
け
取
り
を
要
望
す
る
。

　

市
民
部
長　

今
後
、
市
民
セ
ン

タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
進
め

る
中
で
各
部
と
一
層
連
携
を
と
り
、

情
報
提
供
、
あ
る
い
は
概
要
説
明

を
よ
く
受
け
た
上
で
、
よ
り
一
層

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　

�　

中
学
校
給
食
事
業
に
つ
い

問問

て
情
報
化
を
推
進
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

中
学
校
給
食

の
現
状
で
す
が
、
二
〇
〇
八
年
、

二
〇
〇
九
年
に
各
四
校
を
開
始
す

る
予
定
で
、
こ
れ
で
全
中
学
校
に

導
入
が
完
了
し
ま
す
。
こ
の
導
入

の
過
程
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
検
討

を
し
、
例
え
ば
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
を
ど
う
す
る
か
な
ど
も
検
討
し

ま
し
た
が
、
情
報
化
に
つ
い
て
は

今
後
一
層
研
究
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

役

所

へ

の

提

出

書

類

に

つ

い

て

介

護

保

険

を

も

っ

と

使

い

や

す

く

！

市

民

に

や

さ

し

い

ま

ち

づ

く

り

　

中
山
勝
子
（
自
由
民
主
党
）

　

�　

地
域
ぐ
る
み
の
支
援
体
制

と
要
援
護
者
の
把
握
を
ど
の
よ
う

に
図
る
の
か
。

　

岩
崎
副
市
長　

関
係
機
関
と
要

援
護
者
情
報
を
ど
う
共
有
す
る
か
、

個
人
情
報
の
管
理
も
含
め
て
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

�　

安
全
確
保
、
安
否
確
認
、

避
難
所
に
お
け
る
支
援
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
早
急
に
策
定
す
べ
き
で
は
。

　

岩
崎
副
市
長　

年
度
内
に
要
援

護
者
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
素
案
を
作

問問

成
し
ま
す
。
こ
れ
を
も
と
に
関
係

機
関
と
情
報
交
換
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
で
活
用
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

�　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
を
高
め
、
市
民
、
地
域
と
の
協

働
を
推
進
す
る
と
の
戦
略
目
標
に

対
し
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　

市
長　

行
政
と
協
働
し
て
地
域

課
題
の
解
決
を
進
め
る
こ
と
を
、

地
域
の
単
位
で
協
働
で
進
め
る
と

い
う
と
こ
ろ
が
一
番
重
要
な
の
か

な
と
思
い
ま
す
。

問

災

害

時

の

要

援

護

者

へ

の

支

援

対

策

南

橋

周

辺

の

渋

滞

解

消

を

図

れ

　

三
遊
亭
ら
ん
丈（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　

�　

町
田
市
民
の
負
担
を
い
た

ず
ら
に
ふ
や
す
こ
と
な
く
、
市
税

を
増
収
さ
せ
る
施
策
の
具
体
案
は
。

　

岩
崎
副
市
長　

来
街
者
を
ふ
や

し
、
商
業
の
年
間
販
売
額
を
ふ
や

す
た
め
、
観
光
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
の
充
実
、
交
通
対
策
等
に
よ
っ

て
中
心
市
街
地
活
性
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

�　

「
入
れ
歯
回
収
箱
」
を
設

置
す
る
動
き
が
多
く
の
自
治
体
で

見
ら
れ
る
が
、
市
税
〇
円
で
増
収

問問

が
見
込
め
る
同
箱
の
設
置
を
望
む
。

　

岩
崎
副
市
長　

市
内
の
歯
科
医

院
の
状
況
や
他
市
の
実
施
状
況
を

調
査
し
、
実
現
の
可
能
性
を
研
究

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

�　

独
居
高
齢
者
に
対
し
埼
玉

県
並
み
に
、
猛
暑
日
等
電
話
を
か

け
て
安
否
確
認
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

岩
崎
副
市
長　

安
否
確
認
の
事

業
や
見
守
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

進
め
る
中
で
、
独
居
高
齢
者
の
安

否
確
認
に
つ
い
て
も
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

「
入
れ
歯
回
収
箱
」

 

の

設

置

を

望

む

！

　

新
井
克
尚（
民
主
党
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

過
去
の
大
震
災
で
は
ト
イ

レ
不
足
が
原
因
で
死
者
も
出
た
。

貯
留
式
四
基
で
は
足
り
な
い
。
流

下
型
ト
イ
レ
を
整
備
す
べ
き
。

　

防
災
対
策
担
当
参
事　

今
後
、

避
難
所
の
整
備
充
実
を
図
る
べ
く
、

下
水
道
管
直
結
式
の
ト
イ
レ
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

�　

緊
急
電
話
は
職
員
室
だ
が

被
災
者
は
体
育
館
。
電
話
断
絶
時

用
無
線
も
な
い
。
改
善
す
べ
き
。

　

防
災
対
策
担
当
参
事　

体
育
館

問問

な
ど
の
避
難
施
設
で
も
電
話
回
線

が
引
け
る
よ
う
、
施
設
管
理
者
と

も
協
議
し
て
整
備
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
情
報
連
絡
手
段

に
つ
い
て
は
電
話
回
線
以
外
の
機

器
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

�　

真
夏
の
災
害
時
は
避
難
所

で
熱
中
症
に
な
る
お
そ
れ
が
。
空

調
等
の
設
備
を
整
備
す
べ
き
。

　

学
校
教
育
部
長　

今
後
、
構
造

面
、
設
備
面
の
充
実
に
つ
い
て
検

討
し
、
体
育
館
の
立
地
条
件
に
合

っ
た
対
策
の
具
体
化
を
図
り
た
い
。

問

災

害

発

生

時

の

対

応

に

つ

い

て

　

お
く
栄
一
（
公
明
党
）

　

�　

緊
急
避
難
箇
所
の
案
内
板

（
誘
導
板
）
に
つ
い
て
。

　

防
災
対
策
担
当
参
事　

避
難
場

所
の
表
示
看
板
は
一
〇
四
カ
所
す

べ
て
に
一
本
ず
つ
設
置
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
周
辺
の
状
況
な
ど
も

含
め
研
究
し
、
複
数
の
設
置
に
向

け
検
討
し
ま
す
。
誘
導
板
は
町
田

駅
周
辺
で
、
町
田
第
二
小
学
校
、

芹
ヶ
谷
公
園
の
誘
導
板
を
三
枚
、

町
田
第
四
小
学
校
へ
の
誘
導
板
を

二
枚
設
置
し
て
い
ま
す
。

問

　

�　

市
政
モ
ニ
タ
ー
の
導
入
が

も
た
ら
す
効
果
は
何
か
。

　

岩
崎
副
市
長　

導
入
の
目
的
は
、

広
く
市
民
か
ら
の
意
見
や
要
望
を

聞
き
、
施
策
の
立
案
や
行
政
効
果

の
測
定
な
ど
に
活
用
し
て
市
政
の

効
果
的
な
運
営
を
図
る
こ
と
で
す
。

市
と
し
て
迅
速
に
対
応
が
必
要
な

事
柄
な
ど
に
活
用
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
導
入
の
効
果
は
、
モ

ニ
タ
ー
回
答
の
早
期
集
計
、
分
析

に
よ
り
市
政
に
反
映
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

大

規

模

災

害

時

で

の

安

心

対

策

を

！

市政に望む�一般質問�
　今回の定例会では、９月７日、１０日、１１日、１２日
の４日間にわたり、２５名の議員が市政を取り巻く
諸問題について、意見・提案をまじえながら、
市長などの考えをただしました。�
　質問、答弁の要旨は次のとおりです。�


